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(54)【発明の名称】 内視鏡

(57)【要約】
【課題】副送水管路の注水口に注水チューブを接続した
状態でも、注水チューブが内視鏡操作の妨げとならない
内視鏡を提供すること。
【解決手段】副送水管路１６に液を注入するための注水
口４３をライトガイドコネクタ４に配置し、液を注入方
向にのみ通過させる逆止弁４４を注水口４３に連設し
た。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】先端開口を観察視野方向に向けた副送水管
路が挿入部内に挿通配置されると共に、内部に照明用ラ
イトガイドが挿通配置された可撓性のあるライトガイド
連結管が上記挿入部の基端に連結された操作部から延出
して設けられ、光源装置に接続されるライトガイドコネ
クタが上記ライトガイド連結管の先端に設けられた内視
鏡において、
上記副送水管路に液を注入するための注水口を上記ライ
トガイドコネクタに配置し、液を注入方向にのみ通過さ
せる逆止弁を上記注水口に連設したことを特徴とする内
視鏡。
【請求項２】上記注水口から所定圧以上の圧力で注水が
行われたときにのみ上記副送水管路を開通させる圧力弁
が、上記副送水管路の途中に設けられている請求項１記
載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、体腔内粘膜面に
汚物等が付着して内視鏡観察に支障があるときに汚物等
を洗い流すための副送水管路が設けられた内視鏡に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡観察中に、食物残渣等のような汚
物が体腔内粘膜面に付着していて観察の支障があるよう
な場合に、汚物を洗い流すために、先端開口を観察視野
方向に向けた副送水管路が設けられている。
【０００３】従来、そのような副送水管路への注水は手
動の注射器等を用いて行われていたので、注射器による
注水操作を術者が行い易いように、副送水管路の注水口
は、挿入部の基端に連結された操作部に配置されてい
た。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、注射器による
送水操作には相当の力が必要であり、それを内視鏡の術
者自身が行うことは術者にとって大きな負担になると同
時に、送水操作中に観察部位を見失ってしまうことも少
なくない。
【０００５】そこで、副送水管路の注水口に注水チュー
ブを接続して、操作部から離れた位置から洗浄液の注入
を行うことができるようにすれば、送水操作をアシスタ
ントが行ったり、或いは電動の送水装置等を用いること
ができ、術者の負担を軽減することができる。
【０００６】しかし、副送水管路の注水口が従来のよう
に操作部に配置されていると、内視鏡の操作部から注水
チューブが延出する状態になるので、内視鏡の挿入動作
に伴って頻繁に向きが変えられる操作部に注水チューブ
が絡みついたり術者の腕等にまとわりついて、内視鏡操
作の妨げとなる。
【０００７】そこで本発明は、副送水管路の注水口に注
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水チューブを接続した状態でも、注水チューブが内視鏡
操作の妨げとならない内視鏡を提供することを目的とす
る。
【０００８】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡は、先端開口を観察視野方向に向け
た副送水管路が挿入部内に挿通配置されると共に、内部
に照明用ライトガイドが挿通配置された可撓性のあるラ
イトガイド連結管が挿入部の基端に連結された操作部か
ら延出して設けられ、光源装置に接続されるライトガイ
ドコネクタがライトガイド連結管の先端に設けられた内
視鏡において、副送水管路に液を注入するための注水口
をライトガイドコネクタに配置し、液を注入方向にのみ
通過させる逆止弁を注水口に連設したものである。
【０００９】なお、注水口から所定圧以上の圧力で注水
が行われたときにのみ副送水管路を開通させる圧力弁
を、副送水管路の途中に設けてもよい。
【００１０】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は内視鏡を示しており、可撓管状の挿入
部１の基端に連結された操作部２から、可撓管状のライ
トガイド連結管３が延出して設けられており、図示され
ていない光源装置（兼ビデオプロセッサ）に接続される
ライトガイドコネクタ４がそのライトガイド連結管３の
先端に取り付けられている。光源装置に差し込まれるラ
イトガイドコネクタ４の突端部分には、ライトガイドフ
ァイバ４０の入射端部が配置されている。
【００１１】挿入部１の先端には、図示されていない観
察窓の内側に対物光学系が配置され、その対物光学系に
よる被写体の結像位置に固体撮像素子の撮像面（又はイ
メージガイドファイバの入射端面）が配置されていて、
内視鏡観察画像が電子信号として送出される。
【００１２】また、観察窓と並んで配置された照明窓
（図示せず）の内側には、ライトガイドファイバ４０の
射出端面が配置されて、観察視野を照明することができ
るようになっている。
【００１３】観察窓の表面に向けて挿入部１の先端に突
設された送気送水ノズル１３には、挿入部１内に挿通配
置された送気管１１と送水管１２の各々の先端が接続さ
れており、送気送水ノズル１３から観察窓の表面に向け
て空気又は水を噴出させることができる。
【００１４】また、挿入部１の先端に開口する処置具挿
通チャンネル兼吸引管１４と副送水管１６が挿入部１内
に挿通配置されており、観察視野方向に向けられた副送
水管１６の先端開口からは、被写体に向けて水を噴出さ
せることができる。
【００１５】送気管１１と送水管１２の基端は共に、操
作部２に配置された送気送水操作装置２１に接続されて
いる。また、ライトガイドコネクタ４の側部に配置され
た送気送水口金４１に接続された給気管３１と給水管３
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２の先端が送気送水操作装置２１に接続されている。
【００１６】その結果、外部の送気送水装置を送気送水
口金４１に接続して、送気送水操作装置２１を操作する
ことにより、送気送水ノズル１３に対して選択的に空気
又は水を送出することができる。
【００１７】処置具挿通チャンネル兼吸引管１４の基端
は、操作部２の下部に突設された処置具挿入口部１５に
接続されると共に、分岐されて吸引操作装置２２に接続
されている。また、ライトガイドコネクタ４の側部に配
置された吸引口金４２に接続された吸引管３３の先端が
吸引操作装置２２に接続されている。
【００１８】その結果、外部の吸引装置を吸引口金４２
に接続して、吸引操作装置２２を操作することにより、
処置具挿通チャンネル兼吸引管１４の先端から任意に吸
引を行うことができる。
【００１９】副送水管１６は、ポリエチレン樹脂チュー
ブ等のような可撓性チューブにより形成されていて、挿
入部１内から操作部２及びライトガイド連結管３内を通
り、基端がライトガイドコネクタ４内に達して、ライト
ガイドコネクタ４の側部に配置された注水口４３に逆止
弁４４を介して接続されている。注水口４３は、送気送
水口金４１及び吸引口金４２に対して外観上明瞭に相違
する形状に形成されている。
【００２０】図２は、その注水口４３と逆止弁４４の部
分を示しており、注水口４３には手動により外部から着
脱自在なゴム栓４３１が取り付けられている。逆止弁４
４内には、液通過孔４４１が側壁に穿設された筒状体４
４２を外面から囲んで、ゴムキャップ状の逆止弁体４４
３が取り付けられている。
【００２１】このような構成により、ライトガイドコネ
クタ４に設けられた注水口４３からゴム栓４３１を取り
外し、図示されていない注水チューブ等を注水口４３に
取り付けて、洗浄液を注水口４３から副送水管１６に注
入することにより、その洗浄液が挿入部１の先端の副送
水管１６の出口開口から観察視野内の被写体に向けて噴
出され、液の逆流が逆止弁４４によって阻止される。
【００２２】したがって、副送水管１６の注水口４３に
注水チューブ等を接続した状態で内視鏡操作を行って
も、注水チューブはライトガイドコネクタ４から延び出
しているので内視鏡操作の妨げにならず、副送水管１６
が設けられていないタイプの内視鏡と同様の操作性を得
ることができる。
【００２３】図３は、本発明の第２の実施例の内視鏡を*
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*示しており、第１の実施例の逆止弁４４に加えて、注水
口４３から所定圧以上の圧力で注水が行われたときにの
み副送水管１６を開通させる圧力弁２５を副送水管１６
の途中（例えば、操作部２内）に配置したものである。
このようにすることにより、一定圧以上でしか送水され
なくなるので、送水が始まる時と終わる時のリーク水が
なくなる。
【００２４】図４及び図５はその圧力弁２５の断面を略
示しており、副送水管１６の上流側と下流側の差圧が一
定以上になると、図４に示されるように、ゴム又はスプ
リング等によって形成された弾性変形部材２５１が弾性
変形して圧力弁２５が開いた状態になり、上下差圧が所
定圧を下回る状態では、図５に示されるように、弾性変
形部材２５１の弾性によって圧力弁２５が閉じた状態に
なる。
【００２５】
【発明の効果】本発明によれば、副送水管路に液を注入
するための注水口をライトガイドコネクタに配置したこ
とにより、注水口に注水チューブ等を接続した状態で内
視鏡操作を行っても注水チューブが内視鏡操作の妨げと
ならず、副送水管路が設けられていない内視鏡と同様の
優れた操作性を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の全体構成図で
ある。
【図２】本発明の第１の実施例の注水口と逆止弁部分の
断面図である。
【図３】本発明の第２の実施例の内視鏡の全体構成図で
ある。
【図４】本発明の第２の実施例の圧力弁の開状態の断面
略示図である。
【図５】本発明の第２の実施例の圧力弁の閉状態の断面
略示図である。
【符号の説明】
１  挿入部
２  操作部
３  ライトガイド連結管
４  ライトガイドコネクタ
１６  副送水管
２５  圧力弁
４３  注水口
４４  逆止弁
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